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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】平成29年10月5日(2017.10.5)

【公表番号】特表2016-534113(P2016-534113A)
【公表日】平成28年11月4日(2016.11.4)
【年通号数】公開・登録公報2016-062
【出願番号】特願2016-536397(P2016-536397)
【国際特許分類】
   Ｃ０７Ｆ   5/02     (2006.01)
   Ｃ０８Ｇ  61/12     (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 519/00     (2006.01)
   Ｃ０７Ｂ  61/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０７Ｆ    5/02     ＣＳＰＣ
   Ｃ０８Ｇ   61/12     　　　　
   Ｃ０７Ｄ  519/00     ３０１　
   Ｃ０７Ｄ  519/00     　　　　
   Ｃ０７Ｂ   61/00     ３００　

【手続補正書】
【提出日】平成29年8月16日(2017.8.16)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　式（Ｉ）、式（ＩＩ）、またはそれらの組合せ、およびその塩を含む化合物：

【化１】

　式中、各Ａは、独立して、随意的に置換された共役種または随意的に置換された芳香族
種であり、
　式中、各Ｒは、独立して、随意的に置換されたＣ1～Ｃ40線状アルキル鎖、随意的に置
換された分岐アルキル鎖、ヘテロ原子を含有する随意的に置換されたアルキル鎖、置換ア
ルキル鎖、またはＨであり、
　式中、各Ｒ2は、独立して、随意的に置換されたＣ1～Ｃ40線状アルキル鎖、随意的に置
換された分岐アルキル鎖、ヘテロ原子を含有する随意的に置換されたアルキル鎖、置換ア
ルキル鎖、Ｈ、または他のＲ2との環状ボロン酸エステルの一部であり、
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　式中、各ｎは、独立して、３以下かつ１以上であり、
　式中、各ｘは、独立して、３以下である。
【請求項２】
　式（Ｉ）およびその塩からなる、請求項１記載の化合物。
【請求項３】
　式（ＩＩ）およびその塩からなる、請求項１記載の化合物。
【請求項４】
　前記随意的に置換された共役種が、エチレン、ブタジエン、およびアセチレンからなる
群より選択されるものである、請求項１記載の化合物。
【請求項５】
　前記随意的に置換された芳香族種が、ベンゼン、ナフタレン、アントラセン、ピレン、
チオフェン、ピロール、ポルフィリン、カルバゾール、フラン、インドール、および縮合
チオフェンからなる群より選択されるものである、請求項１記載の化合物。
【請求項６】
　各ＲおよびＲ2が、独立して、随意的に置換されたＣ6～Ｃ24線状アルキル鎖である、請
求項１記載の化合物。
【請求項７】
　各ＲおよびＲ2が、独立して、随意的に置換されたＣ13～Ｃ19線状アルキル鎖である、
請求項６記載の化合物。
【請求項８】
　前記ヘテロ原子を含有する随意的に置換されたアルキル鎖が、オリゴ（エチレングリコ
ール）、オリゴ（プロピレングリコール）、およびオリゴ（エチレンジアミン）からなる
群より選択されるものである、請求項１記載の化合物。
【請求項９】
　前記置換アルキル鎖が、ケトン、アミン、エステル、１つ以上の不飽和、ハロゲン化物
、ニトロ、アルデヒド、ヒドロキシ、カルボン酸、アルコキシ、またはそれらの任意の組
合せを含む、請求項１記載の化合物。
【請求項１０】
　各ｘが、独立して、１以下である、請求項１記載の化合物。
【請求項１１】
　各ｘが０と等しい、請求項１記載の化合物。
【請求項１２】
　式（Ｉ）およびその塩の化合物を製造する方法であって、
【化２】

　式（ＩＩＩ）の化合物
【化３】

をアルキルリチウムと反応させて、中間体を得る工程、および
　前記中間体を式（ＩＶ）の化合物
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【化４】

と反応させて、式（Ｉ）の化合物を得る工程、
を有してなり、
　式中、各Ａは、独立して、随意的に置換された共役種または随意的に置換された芳香族
種であり、
　式中、各ＲおよびＲ3は、独立して、随意的に置換されたＣ1～Ｃ40線状アルキル鎖、随
意的に置換された分岐アルキル鎖、ヘテロ原子を含有する随意的に置換されたアルキル鎖
、置換アルキル鎖、またはＨであり、
　式中、各Ｒ2は、独立して、随意的に置換されたＣ1～Ｃ40線状アルキル鎖、随意的に置
換された分岐アルキル鎖、ヘテロ原子を含有する随意的に置換されたアルキル鎖、置換ア
ルキル鎖、Ｈ、または他のＲ2との環状ボロン酸エステルの一部であり、
　式中、各ｎは、独立して、３以下かつ１以上であり、
　式中、各ｘは、独立して、３以下である、方法。
【請求項１３】
　式（ＩＩ）およびその塩の化合物を製造する方法であって、

【化５】

　式（Ｖ）の化合物

【化６】

をアルキルリチウムと反応させて、中間体を得る工程、および
　前記中間体を式（ＩＶ）の化合物

【化７】

と反応させて、式（ＩＩ）の化合物を得る工程、
を有してなり、
　式中、各Ａは、独立して、随意的に置換された共役種または随意的に置換された芳香族
種であり、
　式中、各ＲおよびＲ3は、独立して、随意的に置換されたＣ1～Ｃ40線状アルキル鎖、随
意的に置換された分岐アルキル鎖、ヘテロ原子を含有する随意的に置換されたアルキル鎖
、置換アルキル鎖、またはＨであり、



(4) JP 2016-534113 A5 2017.10.5

　式中、各Ｒ2は、独立して、随意的に置換されたＣ1～Ｃ40線状アルキル鎖、随意的に置
換された分岐アルキル鎖、ヘテロ原子を含有する随意的に置換されたアルキル鎖、置換ア
ルキル鎖、Ｈ、または他のＲ2との環状ボロン酸エステルの一部であり、
　式中、各ｎは、独立して、３以下かつ１以上であり、
　式中、各ｘは、独立して、３以下である、方法。
【請求項１４】
　式（ＶＩ）およびその塩の化合物を製造する方法であって、
【化８】

　金属触媒の存在下で、式（Ｉ）の化合物
【化９】

を式（ＶＩＩ）の化合物
【化１０】

と反応させて、式（ＶＩ）の化合物を得る工程、
を有してなり、
　式中、各ＡおよびＡｒは、独立して、随意的に置換された共役種または随意的に置換さ
れた芳香族種であり、
　式中、各ＲおよびＸ’は、独立して、随意的に置換されたＣ1～Ｃ40線状アルキル鎖、
随意的に置換された分岐アルキル鎖、ヘテロ原子を含有する随意的に置換されたアルキル
鎖、置換アルキル鎖、またはＨであり、
　式中、各Ｒ2は、独立して、随意的に置換されたＣ1～Ｃ40線状アルキル鎖、随意的に置
換された分岐アルキル鎖、ヘテロ原子を含有する随意的に置換されたアルキル鎖、置換ア
ルキル鎖、Ｈ、または他のＲ2との環状ボロン酸エステルの一部であり、
　式中、各ｎは、独立して、３以下かつ１以上であり、
　式中、各ｘは、独立して、３以下であり、
　式中、各ｂは、独立して、５以下かつ１以上であり、
　式中、各Ｚは、独立して、Ｏ、Ｓ、Ｓｅ、または置換イミンであり、
　式中、各Ｃは、独立して、Ｂｒ、Ｃｌ、およびＩからなる群より選択され、
　式中、ｍは、１から１００の範囲にある、方法。
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【請求項１５】
　式（ＶＩＩＩ）およびその塩の化合物を製造する方法であって、
【化１１】

　金属触媒の存在下で、式（ＩＩ）の化合物
【化１２】

を式（ＶＩＩ）の化合物
【化１３】

と反応させて、式（ＶＩＩＩ）の化合物を得る工程、
を有してなり、
　式中、各ＡおよびＡｒは、独立して、随意的に置換された共役種または随意的に置換さ
れた芳香族種であり、
　式中、各ＲおよびＸ’は、独立して、随意的に置換されたＣ1～Ｃ40線状アルキル鎖、
随意的に置換された分岐アルキル鎖、ヘテロ原子を含有する随意的に置換されたアルキル
鎖、置換アルキル鎖、またはＨであり、
　式中、各Ｒ2は、独立して、随意的に置換されたＣ1～Ｃ40線状アルキル鎖、随意的に置
換された分岐アルキル鎖、ヘテロ原子を含有する随意的に置換されたアルキル鎖、置換ア
ルキル鎖、Ｈ、または他のＲ2との環状ボロン酸エステルの一部であり、
　式中、各ｎは、独立して、３以下かつ１以上であり、
　式中、各ｘは、独立して、３以下であり、
　式中、各ｂは、独立して、５以下かつ１以上であり、
　式中、各Ｚは、独立して、Ｏ、Ｓ、Ｓｅ、または置換イミンであり、
　式中、各Ｃは、独立して、Ｂｒ、Ｃｌ、およびＩからなる群より選択され、
　式中、ｍは、１から１００の範囲にある、方法。
【請求項１６】
　前記金属触媒が、Ｐｔ、Ｐｄ、Ｒｕ、およびＲｈからなる群より選択される、請求項１
４または１５記載の方法。
【請求項１７】
　各ｂが１と等しい、請求項１４または１５記載の方法。
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【請求項１８】
　各Ｚが、独立して、Ｏ、Ｓ、または置換イミンである、請求項１４または１５記載の方
法。
【請求項１９】
　前記随意的に置換された共役種が、エチレン、ブタジエン、およびアセチレンからなる
群より選択されるものである、請求項１２から１５いずれか１項記載の方法。
【請求項２０】
　前記随意的に置換された芳香族種が、ベンゼン、ナフタレン、アントラセン、ピレン、
チオフェン、ピロール、ポルフィリン、カルバゾール、フラン、インドール、および縮合
チオフェンからなる群より選択されるものである、請求項１２から１５いずれか１項記載
の方法。
【請求項２１】
　各Ｒ、Ｒ2およびＸ’が、独立して、随意的に置換されたＣ6～Ｃ24線状アルキル鎖であ
る、請求項１４または１５記載の方法。
【請求項２２】
　各Ｒ、Ｒ2およびＸ’が、独立して、随意的に置換されたＣ13～Ｃ19線状アルキル鎖で
ある、請求項１４または１５記載の方法。
【請求項２３】
　前記ヘテロ原子を含有する随意的に置換されたアルキル鎖が、オリゴ（エチレングリコ
ール）、オリゴ（プロピレングリコール）、およびオリゴ（エチレンジアミン）からなる
群より選択されるものである、請求項１２から１５いずれか１項記載の方法。
【請求項２４】
　前記置換アルキル鎖が、ケトン、アミン、エステル、１つ以上の不飽和、ハロゲン化物
、ニトロ、アルデヒド、ヒドロキシ、カルボン酸、アルコキシ、またはそれらの任意の組
合せを含む、請求項１２から１５いずれか１項記載の方法。
【請求項２５】
　各ｘが、独立して、１以下である、請求項１２から１５いずれか１項記載の方法。
【請求項２６】
　各ｘが０と等しい、請求項１２から１５いずれか１項記載の方法。
【請求項２７】
　ｍが１から５０の範囲にある、請求項１４または１５記載の方法。
【請求項２８】
　各ＺがＯである、請求項１４または１５記載の方法。
【請求項２９】
　各Ｒ、Ｒ2およびＲ3が、独立して、随意的に置換されたＣ6～Ｃ24線状アルキル鎖であ
る、請求項１２または１３記載の方法。
【請求項３０】
　各Ｒ、Ｒ2およびＲ3が、独立して、随意的に置換されたＣ13～Ｃ19線状アルキル鎖であ
る、請求項１２または１３記載の方法。
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